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知的発達に遅れの見られる子どもに対する算数指導
特別支援教育分野 (142209倒) 大場丈寛
算数の学習につまずきを見せる子どもへの支援は喫緊の課題である。算数・数学の学習
は一般的に積み重ね教科と言われており、学習して身につけたものを日常生活や学習に活
用していくことが重要である。本研究では、知的発達に遅れの見られる中学生に対して算
数の学習の指導を行う。指導については、知能検査を行い、その結果から長所を活用した
学習指導を行う。学習して融事した単元から、他の学習単元へと進めていき、習熟の幅を
広げていく指導を行う。その指導の効果の効果ヰ課題について検言、Iするo
[キー ワー ド] 算数指導つまずき個別指導
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及ひ切究の背景
中村 (2011)は、算数障害をもっ子どもに対し
て「算数j障害をそのままにしておくと、学習意欲
や白書名むの低下、いじめや不登校などの二次的な
問題にも発展する。」ことから、「算数障害の児童
への支援を配慮した耕オ開発は喫緊の検言、民購で
ある。Jと述べている。このことから、学習のつま
ずきが学校生活全体に支障をもたらすことが懸念
されている。算数の学習のつまずきを解消するた
めに教材開発明旨導が重要であるとされている。
算数・数学の学習はより良い生活を営む上で欠
かすことができない。算数・数学を使って物事を
考えることで、思考ペ持論の幅を広げたり、生活
に活用したりすることができるようになる。しか
し、算数・数学の学習でつまずく子どもにとって
は、困難であることが多い。また、算数・数学に
おいて計算の方法等を理解することができても、
それを活用することにつなげることができない子
どももいる。算数障害とは学習障害の一部である。
算数障害について、熊谷 (1999)は、「算数障害と
いう用語の定義は，発達的視点を導入すること，
計算障害のみではなく広い概念としてとらえるこ
と，下位分類においては，認知障害の特性に対応
した指導へつながるような情報交哩的観点を含め
ること」と述べている。算数障害は多様であり、
子どもによってつまずくポイントは様々である。
適切な指導方法の検討、実施が必要であるとされ
る。
(2)算数学習の積み重ねとつまずきについて
文部科学省 (2008)は、算数を学脅することの
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，章義や有用性を実感するために、f数量や図形の意
味を理解する上で碁盤となる素地的な学習活動を
取り入れて，数量や図形の意味を実感的に理解で
きるようにすることJr発遼や学年の段階に応じた
反復(スノ号イラノレ)による教育課程により，理解
の広がりや深まりなど学習の進歩が感じられるよ
うにすることJr学習し身につけたものを，日常生
活や他教科等の学習，より進んだ算数・数学の学
習ハイ苫用していくこと」の3点を重視する点とし
て挙げている。
算数は一般的に積み重ねの教科であると言わ
れている。低学年での学習のつまずきが、高学年
での学習のつまずきに菌灘することが多い。した
がって、算数の学習内容の理解が遅れると、今後
の算数‘数学の学習でもつまずいてしまうことや、
他教科や日常生活においても困難を示してしまう
ことがある。習熟したものを活用することや、学
習の広げていくことが重要であると考えられるだ
ろう。
(め研究の目的と方法
文部科学省 (2008)は、小学校の算数の学習内
容を「数と計算Jr量と測定Jr図形Jr，数量関係」
の4つの領域に分けている。このうち、「数と計算」
の学習内容の習熟を基避とし、他の領域の学習の
習得につながるものが多いと考える。そこで、「数
と計算」の指導を基にし、他の領域の学習のつま
ずきの解消を目的とする。今年度は、事官I研究と
して、中学1年生の女子生徒に対する個別指導を
行う。
2 先行研究の検討
算数の学習のつまずきを解消するために教材
開発や指導が重要であるとされている。先行研究
を参照すると、長所を活用し、算数の学習の習得
につなげることを成果としたものは、数多くある。
例えば、満田ら包010)は、中学3年生の男子生
徒に対して、WISC-illの結果から対象児が強いとさ
れる「位置記憶」の能力を生かして対象児のノー
トを見直すことに重きを置いた個別指導を行い、
割り算の筆算の正答率の向上につなげる指導を行
った。太田ら (2006)は、小学校4年生の男児に
対して、対象児の強い能力であるとされる視覚的
な短期記憶を用いて引き算の筆算指導を行い、有
効であることを示した。那賀川 (2∞0)は、小学
校3年生の男児に対して、動イ科生IQの高さを活か
したかけ算九九の指導を行い、習熟へつなげ有用
性を示した。
3 実践と結果(明らかになったこと)
算数・数学の学習に困難を見せる中学校1年生
の女子(特別支援学級在絡を対象とした。 7か
月間にわたって20回、算数の個別指導(指導者1
名、対象児1名)を実施した。また、指導前に対
象児のアセスメントとして、 WISC-N、臥BC-IIの
各種知能検査および印算数テスト(山形大学特別
支援教育臨床科学研究所.2010)を実施した。
(1) WISC-Nの検査結果と角献
対象児には生活年齢12歳9カ月時にWISC-Nを
実施した。全検査IQは69で知的水準が「非常に
低い」の域である。言語翻手 (VCI)の合成得点は
93、知覚推理 (PRI)の合成得点は 66、ワーキン
グメモリー何MI)の合成得点は63、処狸速度(回1)
の合成得点は71であった。合劇専点ごとの比較と
して、VCIとPRIの差は27、VCIと耐Iの差は30、
VCIとPSIの差は22であり、それぞれに有意差が
見られた。その他の合成得点の差に有意差は見ら
れなかった。よって、それぞれの合成得点聞の関
係として、VCI>PRI=剛I=PSIの関係が成り立っ
ている。これらのことから、対象児の知的水準は
非常に低く、言語での理解は比較的得意であるこ
とがわかった。
表 1は下位検査の粗点と評価点をまとめたも
のである。下位検査ごとに見てみると、「類似Jr単
語Jr理解」の能力が高いことから、既にある知識
を活用することが得意であると考えられる。一方
で、「数唱Jr語音配列」の点数が低いことから、
聴覚での短期記憶の能力が苦手であると考えられ
る。
(2)臥配-IIの検査結果と角鰍
WISC-Nと同様、対象児には生活年齢12歳9カ
月時児に KABC-Iを実施した。本研究では、 αc
モデルによる検査結果と解釈を行う。
⑪lIC総合尺度
佃C総合尺度は63であり、知的能力は非常に低
し、。
~HC尺度聞の比較
読み書きは 74、結品性能力は 72、量的知識は
71、流動性能力は68、視覚処週は65、短期記憶は
61、長期記憶と検索は58であった。
個人間差においては、読み書きNS、結晶性能力
NSとこれら2つの尺度が有意に高かった。個人内
差においては、読み書き PW、結品性能力 PWと有
意に高かった。
(3)総合解釈と指導方針
対象児は、臥配:-I、WISC-Nの各検査の結果から、
新たな知識を活用することが苦手である左推察さ
れる。一方で、これまでに学んだ既知の知識を活
用し、それを学習に結びつけていくことは、比較
的得意であると考えられる。これらの結果から、
指導にあたっては、できるだけ既知の知識を用い
て学習内容を習得できるよう指導を行う。
(4)倫理的配慮
本研究においては、認知知能検査等の結果、教
材等の掲載において、本人及び保護者の同意を得
ている。
表1 WISC-Nの下位検査の結果
下程検査 F且黒 璽圃哩司圃・"、評価西 下型寝室 霜黒 評価i.i、
積木模様 18 4 類似 21 8 
絵の概念 13 6 単語 31 9 
行列推理 12 3 理解 20 9 
語音配列 10 3 記号探し 20 4 
数唱 11 4 符号 53 6 
207 
(5)凹算数テスト
対象児には、小学6年生の3月時に印算数テ
ストを行った。表2は、領域ごとの正答率と正
答数をまとめたものである。LD算数テストの内
容は、対象年齢よりも2学年ほど下げたもので
ある。つまり、小学校5年生用であれば、小学
校3年生程度で学習する内容、小学校6年生周
であれば、小学校4年生程度で学習する内容で
ある。対象児の誤答を分析すると、基本的な四
則演算は行うことができるものの、小数の計算
の正答率が低v¥それに伴い、数と計算の領域
の正答率に大きな違いが見られ、他の領域の正
答率にも影響があると考えられる。
表2 対象児に実施したLD算数テスト
正答数の結果o内は正答率
小学5年生用 小学6年生用
数と計算 10/11 (90. 9%) 4/11 (40.4%) 
量と測定 3/5 (60%) 2/ 7 (28. 6%) 
図形 2/4 (50%) 3/4 (75%) 
数量関係 2/5 (40%) 2/3 (回.7%) 
合計 17/25 (68%) 11/25 (44%) 
4 考察
(1)指導段階と目標、項目
指導にあたって、以下の指導目標を設定した。
①「数と計算Jの内容を理解し、算数の学習に活か寸ことができ
る。
②「量と測定むの内容を理解し、日常生活の事象と絡めて考える
ことができる。
③「数量関係」内容を理解し、数想的な処揮が適切に行うことが
できる。
また、①~③の指導目標を達成するために、
以下のような指導段階と指導項目を設定した。
主に LD算数テストで正答率が低かった単元を
選び、指導を行うこととした。各指導項目にお
いて、始動後に評価活動を行い、そのE答率が
80%以上で通過とした。
A. n数と割鉾」の内容を理解し、算数の学習に活かすことができ
る。
Al : /J殺を用いた乗法・除法の計算を行うことができる。
B. r量と測定Jの内熔を理解し、日常生活の事象と絡めて考える
ことができる。
B 1 :長さや重さの単位を理解し、日常生活に用いることができ
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る。
B2 :測定値の平均の理解し、用いられている場面を考える事が
できる。
B3:単位量あたりの大きさの理解し、日常生活に用いることが
できる。
B4:速さの理解をし、立式計算をすることができる。
c. r数量関係」内容を理解し、数理的な先盟泊噛切に行うことが
できる。
Cl:比を理解し、適切に活用することができる。
C2 :艶宣線の数値を的確に読み取ることができる。
(2)指導の結果より
①「数と計算」の指導
対象児は筆算の四則演算はできるものの、小
数が入ると、 4数点を打つべき場所がわからな
くなり、混乱をする。また、 4数点のうち忘れ
や、不安からかA朝時、とは関係のない許算ミス
をするといったことも見られた。指導を行って
いても、小数点への意識をもつことが難しかっ
た。小数長のみ紙で作成した教材を作成して、
小数点をずらす学習活動を行ったが、対象児に
合った教材であるとは言い難かった。その後、
教材「小数点マニュアル」を作成し、それを読
み上げながら計算を繰り返した。その結果、教
材がなくとも、小数の乗法・除法の計算を行う
ととができるようになった。
②「量と測定」の指導
対象児は、 i1 kg= 1000gJ、あるいは ilg=
0.OO1gJのような単位の変換を苦手としていた。
対象児日く「どの単位の時に何をかけるのかが
わからない」とのことであった。そこで、 3色
の色画用紙を用意し、kg--→gのように 1000倍し
て求める単位には黄色の画用紙、町→cmのよう
に100倍する単位には青の画用紙といったよう
に、かける数ごとに色分けした画用紙を耕寸と
して取り入れた。対象児は教材の見やすさから
気に入った様子であった。しかし、教材に依存
する面が見られた。色分けした画用紙では、単
位の区別を付けることができても、問題が書か
れた白し晴氏でE答を出すためには、何度も練習
を重ねた。段階的な指導を行うための耕オを作
ることができていれば、よりスムーズに単位の
変換が行うことができたのではないかと考える。
測定値の平均と、単位量あたりの大きさの指
導については、小数の乗法・除法の計算の理解
ができてから指導を行った効果が感じられた。
はじめは、答えが整数になるものから取り組ん
だが、答えが小数になるものでも抵抗なく計算
を行うことができていた。単位量あたりの大き
さも同様で、対象児から「平均の計算と同じよ
うにやれ同ハいんだね。」という発言も聞かれた。
速さの指導では、時間や分、秒といった時間ご
との単位を意識できれば、平均と同じように計
算できると考えた。しかし、単位が時間である
と抽象的で難しく感じたようである。結果的に
計算することはできていたが、あまり対象児は
意味がわかっていなかったよう同惑じた。時間
をについて帯等の鞠持用いて可視化するとい
った手立てがあれば、よりスムーズに学習に取
り組むことができたのではないかと考える。
③「数量関係」の指導
比の指導では、 2:3=4:口のような問題
で、 2と4の部分に青い付費、 3と口の部分に
ピンクの付筆を貼る。そこから、青い付筆同士
が何倍になっているかを考え、ピンクの付筆同
士は何倍すればよいかを考える指導を行った。
この問題の場合、青い付筆同士は2→4で2倍
になる。ピンクの付筆同士も同じように2倍す
ると3→口でいくつになるかを求める。計算を
見やすくすることを目的としていたが、対象児
は自ら空いているスペースに「青い付婆同士は
2倍だから、ピンクの付筆も2倍して、 3X2
=6J等と記述し、間違いを防ぐための活動を
行っていた。
数直線の指導では、比の学習内容を樹事でき
たことを活かした指導を行った。対象児は数直
線の目盛りを読み取ることを苦手としている。
1目盛りあたりの間隔がいくらなのか暖昧にな
ってしまっているため、数字の読み間違えが起
こってしまっている。そこで、 1目盛りあたり
の数字を比を用いて求める指導方針で行った。
例えば、10目盛りで1∞の差を表す。数直線なら
ば、 1目盛りあたりでいくつになるかを求める
ために、 1目盛りあたりの数字を口とおいて
1 : 10=口:100という比を立てる。そこから、
数直線を読み取ることにつなげていった。学習
内容自体は理解していたが、対象児は、評価日
に目盛りを数え間違えて、誤答をしていた。目
盛りを数える活動にも支援が必要であったので
はないかと考える。
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5 到達点と課題
今回の事例研究を通じて、「数と計算」の領域
の学習の理解を進めることにより、他の領域の
学習の理解へとつなげることができたと考える。
対象児は学習前よりも集中して算数の学習に取
り組むようになり、課題への意識も高まってい
った。正容率の上昇とあわせて、学習の効果を
見出すことができたと考える。課題としては学
習の過程を明らかにして、どこでつまずいてい
るのか、どんな支援を行うべきかを明確にする
ことが今後の課題である。
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